
「宇宙資源の探査及び開発に関する事業活動の促進に関する法律施行規則案」等に関する意見募集

の結果について 

令 和 ３ 年 １ １ 月 ２ ９ 日  

内閣府宇宙開発戦略推進事務局 

「宇宙資源の探査及び開発に関する事業活動の促進に関する法律施行規則案」等に関する意見募

集の結果については、下記のとおりです。御協力ありがとうございました。 

記 

１．実施方法 

（１）募 集 期 間：令和３年１０月２０日（水）～１１月１８日(木) 

（２）告 知 方 法：電子政府総合窓口（e-Gov）及び内閣府ホームページに掲載 

（３）意見提出方法：電子メール、郵送 

２．御意見総数 

５件 

３．御意見の概要及びそれに対する考え方 

別紙１のとおり 

４．その他 

「宇宙資源の探査及び開発に関する事業活動の促進に関する法律施行規則案」及び「人工衛

星等の打上げ及び人工衛星の管理に関する法律施行規則の一部を改正する内閣府令案」につい

ては、内閣府宇宙開発戦略推進事務局における検討の結果、必要な修正を行い、別紙２及び別

紙３のとおりとなっております。 

５．公布日・施行日 

公布日：令和３年１２月中旬（予定） 

施行日：宇宙資源の探査及び開発に関する事業活動の促進に関する法律の施行の日（令和３

年１２月２３日（木）） 

参考資料４



別紙１

番号 御意見

1

日本が参加していない月条約では、月の土地・資源の所有権は認めら
れていないようですが、それに関係なく、日本の法律で月の資源でも所
有権が認められるのでしょうか？
また、他国には認められているのに、日本には認められていない月の
土地所有はどのような取り決めで行われているのでしょうか？

2

宇宙資源法2条2号イ
「その他これに類するものとして内閣府令で定める活動」についての記
載が施行規則上見当たらないが、将来的に「採掘・採取」以外に資源を
取得する方法が出てきた場合は、適宜内閣府令にて追加いただけると
いう理解でよいか。

3
宇宙資源法2条2号ロ（施行規則２条）
「宇宙資源の輸送」とは、惑星内輸送（月表移動（ローバー等））も含ま
れるか。

4

宇宙資源法４条（施行規則4条1項）
「当該理由が合理的且つ妥当と認められる場合とする。」とはどういった
事象を想定しているか。(1)前提として、法4条第2号は、いずれも秘匿性
の高い情報が含まれ得るが、法第4条は、事業者又はその顧客のノウ
ハウ、営業秘密その他の秘密情報等の公表を求めるものではないとの
理解でよいか。(2)「宇宙資源の探査及び開発に関する事業活動に係る
利益が不当に害されるおそれ」に該当する場合として、公表することに
より事業者が実施する宇宙資源に係る事業の収益性が低下する等の
事情も勘案されるとの理解でよいか。(3)「合理的かつ妥当」との文言か
らは、法4条各号に定める事項の全部又は一部を公表しないことについ
て、個別具体的な事案に応じて柔軟に応じていただけるものと解釈して
いるが、かかる理解でよいか。

5

宇宙資源法3条、様式第一
打上げ時期や目的地への航行期間、着陸位置が予定とずれることも想
定され、事前に期間や場所を詳細に特定することが難しい場合もあるた
め、事業活動計画に記載すべき事項については、ある程度幅を持った
記載も許容願いたい。今後、参考となるガイドライン、申請マニュアル及
び申請書記載例を作成頂きたい。

検討結果

意見募集対象の各府令案に対するご意見ではないため、回答は控えさ
せていただきます。

内閣府令で規定する必要性が生じた場合には、適切に検討いたします。

ご指摘のような事情から一定の「幅を持った記載」は許容されうるとは考
えているものの、過度にあいまいな記載となれば不適切です。どの程度
の記載が許容されうるかは、具体的な計画の内容に応じ個別に判断し
てまいります。なお、新しい制度であり、当面は申請検討段階から申請
書の書き方等の相談にも丁寧に応じつつ、具体的な事例を重ねる中で、
有意義な情報はガイドラインやマニュアル等の形で広く提供してまいりま
す。

「惑星内輸送（月表移動（ローバー等））」の定義が明確ではありません
が、例えば月面で採掘した資源をその付随行為として保管場所等にロー
バーで移動させるようなケースを指すとすれば、貴見の通りです。

どのような理由により事業活動に係る利益が不当に害されるおそれが生
じるかは、個々の事業活動の内容や事業者の状況によっても異なりま
す。このため、ご指摘のようなケースが「合理的かつ妥当と認められる場
合」に該当するかについて、一律に回答することは難しく、個別の申請ご
との状況を踏まえて判断していくこととなります。
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内
閣
府
令
第

号

宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
に
関
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
に
関
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年

月

日

内
閣
総
理
大
臣

宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
に
関
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
府
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
に
関
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
法
第
二
条
第
二
号
ロ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
行
為
）

第
二
条

法
第
二
条
第
二
号
ロ
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
行
為
は
、
宇
宙
資
源
の
輸
送
と
す
る
。

（
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
許
可
の
特
例
の
申
請
）

別紙２
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第
三
条

法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
人
工
衛
星
等
の
打

上
げ
及
び
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
七
十
六
号
。
以
下
「
宇
宙
活
動
法
」
と
い
う
。
）
第

二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
を
提
出
す
る
際
に
、
併
せ
て
様
式
第
一
の
事
業
活
動
計
画
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

法
第
三
条
第
一
項
第
六
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
に
関

す
る
事
業
活
動
の
資
金
計
画
及
び
実
施
体
制
と
す
る
。

（
公
表
方
法
の
特
例
等
）

第
四
条

法
第
四
条
た
だ
し
書
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
は
、
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
に
関

す
る
事
業
活
動
に
係
る
利
益
が
不
当
に
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
部
分
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類
を
当
該
事
業
活
動

を
行
う
者
が
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
理
由
が
合
理
的
か
つ
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
す
る
。

２

法
第
四
条
第
三
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
宇
宙
活
動
法
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
の
年
月
日
及
び
許
可
番
号
と

す
る
。附

則
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こ
の
府
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
十
二
月
二
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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内
閣
府
令
第

号

宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
に
関
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

並
び
に
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
十
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年

月

日

内
閣
総
理
大
臣

人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
人
工
衛
星
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
九
年
内
閣
府
令
第
五
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線

を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定

（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲

別紙３
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げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も

の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。
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改

正

後

改

正

前

（
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
許
可
の
申
請
等
）

（
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
許
可
の
申
請
等
）

第
二
十
条

［
略
］

第
二
十
条

［
同
上
］

２

［
略
］

２

［
同
上
］

３

法
第
二
十
条
第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

［
項
を
加
え
る
。］

る
。

一

法
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
人
工
衛
星

二

法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
る
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
人
工
衛
星

三

国
が
行
う
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
人
工
衛
星

４

法
第
二
十
条
第
二
項
第
二
号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
人

［
項
を
加
え
る
。］

工
衛
星
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
の
人
工
衛
星

法
第
二
十
条
第
一
項
の
許
可
の
許
可
番
号
又
は

申
請
年
月
日

二

前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
人
工
衛
星

人
工
衛
星
の
軌
道
そ
の
他
の
当
該

人
工
衛
星
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報

［
５
～
７

略
］

［
３
～
５

同
上
］

（
変
更
の
許
可
の
申
請
等
）

（
変
更
の
許
可
の
申
請
等
）

第
二
十
五
条

人
工
衛
星
管
理
者
は
、
法
第
二
十
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま

第
二
十
五
条

人
工
衛
星
管
理
者
は
、
法
第
二
十
条
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま

で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
九
に
よ
る
申
請
書

で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
九
に
よ
る
申
請
書

に
、
第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
当
該
変
更
事
項
に
係
る
書

に
、
第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
当
該
変
更
事
項
に
係
る
書
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類
及
び
当
該
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
同
条
第
六
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え

類
及
び
当
該
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
同
条
第
四
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え

て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
変
更
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
変
更
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、

人
工
衛
星
管
理
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
人
工
衛
星
の

人
工
衛
星
管
理
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
当
該
人
工
衛
星
の

管
理
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の
許
可
証
を
返
納
さ
せ
た
上
で
、
様
式
第
十
八
に

管
理
に
係
る
第
二
十
条
第
四
項
の
許
可
証
を
返
納
さ
せ
た
上
で
、
様
式
第
十
八
に

よ
る
許
可
証
を
再
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

よ
る
許
可
証
を
再
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３

[

略]

３

[

同
上]

４

人
工
衛
星
管
理
者
は
、
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う

４

人
工
衛
星
管
理
者
は
、
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十
に
よ
る
届
出
書
に
、
変
更
事
項
に
係
る
書
類
及
び

と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十
に
よ
る
届
出
書
に
、
変
更
事
項
に
係
る
書
類
及
び

当
該
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、

当
該
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
第
二
十
条
第
四
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、

内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
人
工
衛
星
管
理
者
の
地
位
の
承
継
の
認
可
の
申
請
等
）

（
人
工
衛
星
管
理
者
の
地
位
の
承
継
の
認
可
の
申
請
等
）

第
二
十
七
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第

第
二
十
七
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第

二
十
二
に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
譲
渡
人
に
係
る
第
二
十
条
第

二
十
二
に
よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
譲
渡
人
に
係
る
第
二
十
条
第

六
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

四
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

[

一
～
三

略]
[

一
～
三

同
上]

２

人
工
衛
星
管
理
者
は
、
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う

２

人
工
衛
星
管
理
者
は
、
法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十
三
に
よ
る
届
出
書
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類

と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十
三
に
よ
る
届
出
書
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類

及
び
譲
渡
人
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理

及
び
譲
渡
人
に
係
る
第
二
十
条
第
四
項
の
許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
四
に

３

法
第
二
十
六
条
第
三
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
四
に

よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
被
承
継
者
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の

よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
被
承
継
者
に
係
る
第
二
十
条
第
四
項
の
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許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[
一
～
四

略]
[

一
～
四

同
上]

４

法
第
二
十
六
条
第
四
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
五
に

４

法
第
二
十
六
条
第
四
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
二
十
五
に

よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
被
承
継
者
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の

よ
る
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
被
承
継
者
に
係
る
第
二
十
条
第
四
項
の

許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

許
可
証
の
写
し
を
添
え
て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

[

一
～
四

略]
[

一
～
四

同
上]

５

［
略
］

５

［
同
上
］

（
許
可
の
取
消
し
を
行
う
場
合
の
手
続
）

（
許
可
の
取
消
し
を
行
う
場
合
の
手
続
）

第
三
十
一
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第

第
三
十
一
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第

二
十
条
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
当
該
人
工

二
十
条
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消
す
と
き
は
、
そ
の
旨
を
書
面
に
よ
り
当
該
人
工

衛
星
管
理
者
に
通
知
し
、
当
該
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
第
二
十
条
第
六
項
の
許

衛
星
管
理
者
に
通
知
し
、
当
該
人
工
衛
星
の
管
理
に
係
る
第
二
十
条
第
四
項
の
許

可
証
の
返
納
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

可
証
の
返
納
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。
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様
式
第
十
七
の
人
工
衛
星
の
利
用
の
目
的
及
び
方
法
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

人
工
衛
星
の
利
用
の

□
測
位
□
通
信
・
放
送
□
リ
モ

ート
セ
ン
シ
ン
グ

目
的
及
び
方
法

□
宇
宙
科
学
□
宇
宙
資
源
の
探
査
・
開
発

（
※
）

□
そ
の
他

（

）

※
宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
に
関
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
２
号
に

規
定
す
る
宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
を
目
的
と
す
る
場
合

様
式
第
十
八
中
「
第
二
十
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
宇
宙
資
源
の
探
査
及
び
開
発
に
関
す
る
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
十
二
月

二
十
三
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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